
肱川流域タイムラインの取り組み

肱川流域が一体となった防災対応を
目指して取り組んでいます

■肱川流域（水防災）タイムラインとは
　タイムラインとは、災害時に「いつ」「誰が」「何を」するのか時系列にとりまとめた事前防災行動計画です。肱川流域で
は令和元年度より「つなごう肱川プロジェクト」のソフト対策の一環として、肱川流域（水防災）タイムラインを策定し運用
しています。危機感共有会議による気象状況や水位予測等の情報の共有、運用部会での出水期対応の確認・振り返りな
どを通して、流域の関係機関が一体となった防災対応を目指して取り組んでいます。

■肱川流域（水防災）タイムライン訓練
　肱川流域全体での出水対応の向上を目的として、年に一度タイ
ムライン訓練を実施しています。肱川流域の関係機関にもご参加
いただき、それぞれの行動や役割、情報の伝達方法などを確認し、
さらなる連携の強化を図っています。
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■肱川流域タイムライン防災セッション
　令和7年6月からタイムラインの本格運用に移行したことを踏まえ、令和8年2月に「肱川流域タイムライン防災セッシ
ョン」を開催し、住民・企業・行政の代表者によるトークセッションで行政プラスαの持続可能な防災活動を共に考えま
した。
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